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［１］S. Tanaka, S. Fujikuma and M. Araki: An exact algorithm for single-machine scheduling
without machine idle time, Journal of Scheduling 掲載予定
［２］S. Tanaka and S. Fujikuma: An efficient exact algorithm for general single-machine










































１．D. Le Bihan et al, Proc. Natl. Acad. Sci. USA, 103 (21), pp.8263-8268, 2006
２．笈田 武範 他，電子情報通信学会論文誌，J91-D (7) ，pp.1886-1894，2008










































U. Paoletti, T. Hisakado, and O. Wada:“Effect
of Package Parasitics on Conducted and Radiated
Emission with Mixed-Mode Analysis,”2008 Asia-


























































静止型無効電力補償装置（SVC: Static VAR Compensator）とはリアクトルやコンデンサの電流をサイリスタ
という半導体素子で制御することにより、無効電力の発生や吸収を行う装置である。リアクトル電流を制御し
た場合は遅相、コンデンサ電流を制御する場合は進相となる。構造上、サイリスタ制御リアクトル（TCR:




































































「EE for EE:  京都電気自動車（Kyoto-Car）プロジェクト」
松重研究室では、ナノサイエンス・テクノロジー、有機系・分子エレクトロニクス分野に加え、新たな
研究テーマとして環境に優しい電気電子工学（EE for EE : Electrical Engineering for Energy &
Environments）に取組んでいる。具体的には、電気自動車、太陽熱・光活用製品の開発、および鉛フリー




























































［１］例えば、S. Noda, M. Yokoyama, M. Imada, A. Chutinan, and M. Mochizuki, Science, 293 (2001)
1123. E. Miyai, K. Sakai, T. Okano, W. Kunishi, D. Ohnishi, and S. Noda, Nature, 441 (2006) 946.
［２］H. Matsubara,S. Yoshimoto, H. Saito, Y. Jianglin, Y. Tanaka, and S. Noda, Science, 319 (2008)







































［１］T. Nakanishi et al. : J. Phys. Soc. Jpn. 78 (2009) 印刷中









































































































［１］M. Hiromoto, H. Ochi, Y. Nakamura, “An Asynchronous IEEE-754-standard Single-precision Floating-



































































































































































































（http://gnuradio.org/）と、汎用のオープン・ハードウエアであるUSRP (Universal Software Radio
Peripheral、図１）を利用し、LINUX PCを主計算機として構成した。成果は良好であり、従来のアナロ
グ受信機に比して性能が高い装置を20～30万円（市販品に対するコスト比約1/10）で実現できた。GNU













［１］Yamamoto, M., Digital beacon receiver for ionospheric TEC measurement developed with










































［１］Sasaki, D., Funaki, I., Yamakawa, H., Usui, H., Kojima, H., “Numerical Simulation of Magnetic Sail
Spacecraft with Superconducting Coils,” 26th International Symposium on Rarefied Gas Dynamics,
Kyoto, 21-25 July 2008.
図１．磁気プラズマセイルの原理
図１．宇中機からのプラズマ噴射モデル 図２．電磁流体シミュレーション（速度と流線）
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生存圏研究所生存圏開発創成研究系　生存圏電波応用分野（橋本研究室）
http://www.rish.kyoto-u.ac.jp/labs/hashimoto.html
「自己ビーム制御アレイとその太陽発電衛星の位相同期システムへの応用」
当研究室では、電波をエネルギー伝送媒体として利用し、エネルギー・環境問題の一つの解である太
陽発電衛星（SPS）の研究をはじめ、マイクロ波を応用した新しい生存基盤に関する研究開発を行なっ
ている。電気工学専攻の協力講座である同じ研究所の大村研究室、山川研究室と協力し、マイクロ波応
用工学、電波工学、科学衛星による波動観測、計算機シミュレーションなどの研究も行なっている。
本稿では、SPSにも応用することができるマイクロ波送電システムに関する研究について述べる。
SPSでは、受電点に正確に電力を送る必要があり、そのためには、受電点から電波を出し、その到来方
向にSPSの電波を送るレトロディレクティブ方式を利用する。地上での利用にも応用可能である。レト
ロディレクティブシステムは基本的にはハードウエアで構成されるが、我々は電波の到来方向を計測し、
その方向にアレイアンテナのビームを向ける柔軟性の高いソフトウエア方式を採用しており、ソフトレ
トロと略称している。この方式に15号で紹介したものを改良した自己ビーム制御方式、そして受信点中
心付近の電力分布を測定して補正する方式について、フェーズドアレイの移相器に、敢えて多い目のラ
ンダム位相誤差を与えて評価した。図１はそれらの結果で、縦軸は受電電力（dBm）、横軸は繰返し数
である。（１）は自己ビーム式で、やや遅いが繰返し毎に良くなっている、（２）はソフトレトロで位相
誤差のために強度が弱い。（３）は両者を併用した場合で、（２）の強度から比較的早く改善されている。
（４）は受電電力分布による補正方式で（２）を改善したもので、すぐにある程度の強度になるが、そ
れ以上改善されない。（５）は３方式を併用した場合で、高速に最大強度になる。これらの方式を併用
することにより、高速、高精度のレトロディレクティブシステムが構成できる。
従来はこれらの実験を電波暗室内で行ってきた。到来方向測定では、基本的に素子アンテナ間の位相
差などを測定するため、アレイによる利得を利用できない。暗室では反射や外来雑音が無く、実験でき
る距離が限られるため、屋外での実験を行うこととした。そのために、小型で軽量なシステムを開発し、
総務省の免許を得て、写真１のような25mでの伝送実験等を行っている。良好なデータが得られており、
暗室内での結果との比較や、雑音に強いシステムの開発を行っている。
図１．種々のビーム制御方式の比較（本文参照）。 写真１．到来方向測定、レトロディレクティブシ
ステムの屋外実験
